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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 

  記入日    2018/07/24 

派 遣 プ ロ グ ラ ム ☑�HUSA  □USAC  □UMAP 

留 学 先 大 学 リーズベケット 大学 （国名：イギリス ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 人文学部・イギリス文学コース 

在 籍 身 分 交換留学生 

留 学 期 間   2017  年  9 月 15 日～    2018 年 6 月 12 日 

 

１．留学するまで 

留 学 へ の 志 望 動 機 ・ 

派遣先大学を希望した理由 

イギリス文学を実際に現地で学びたかったため。 

留学準備を始めた時期 

（応募する何か月前です

か？） 

1 年前 

事前準備について 

（どのような準備をした

か，しておけばよかったか） 

リスニング力を高める。 

 

2．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類：Tier4 ビザ 

ビザ申請先：ビザセンター 

提出書類：戸籍、IELTS、口座情報、CAS 

手続きに要した日数：１ヶ月 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

 

出 国 年 月 日  2017   年  9 月 15 日 

経 路 （ 往 路 ） 関西空港—ヒースロー空港 

現 地 で の 出 迎 え  □有（大学関係者 ・ その他）    ☑�無 

到着後オリエンテーショ

ンの有無・期間・内容 

 ☑�有（期間： ２日 内容： イベントの説明や現地での暮らし方 ） 

 □無 

帰 国 年 月 日  2018   年  6 月  12 日 

経 路 （ 復 路 ） マンチェスター空港—フランクフルト空港—羽田空港 

 

3．留学費用について 
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支

出

額 

総額 1885000 円 

内訳 

渡航費（往復） 180000 円 

ビザ申請手数料 20000 円 

予防接種費用  円 

保険料 100000 円 

教材費（授業料以外の学費） 15000 円 

宿舎費（住居費） 800000 円 

光熱費  円 

食費 650000 円 

通信費（インターネット・携帯） 20000 円 

交通費（宿舎－大学間）  円 

交際費 100000 円 

その他（      費）

（      費） 

（      費） 

 円 

円 

円 

 

4．授業・修学について 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム，履修した科目，

時間数，履修形態等） 

イギリス文学に関する授業を履修した。1 セメスターにつき授業は3 つで、1 つの授業につ

き週にレクチャー一時間、セミナー2 時間がある。 

単位互換希望の有無 □有    ☑�無 

授業・勉強についての

アドバイス 

（留学前の履修，留学

中，単位取得等） 

日本とは異なり、履修のお試し期間などは基本的にはない。セミナーはディスカッションな

ので、発言も求められるし、それなりの英語力がないとついていけない。 

 

日本と異なる授業形態

などにおける困難や挑

戦（ティーチングスタ

イル・先生と学生の関

係性など） 

ディスカッションがメイン。 

 

5．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 ☑�大学の寮  □アパート  □その他（     ） 

住居の広さ 約      ６畳 同居人の有無 ☑�有（  ６ 人） □無 

住居に附属する設備 ☑�電気  ☑�ガス  ☑�水道  ☑�給湯  ☑�シャワー  □風呂 

☑�水洗便所  ☑�暖房  □冷房  ☑�台所  □食堂  □固定電話 

☑�インターネット  □その他（                     ） 

住居費 １ヶ月当たり   576 ポンド(現地通貨) 約    ８万  円 

留学先での住居全般に

関するアドバイス 

キッチン、リビングは共有なので、汚いことは覚悟しておくべき 

（２）医療について 
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保険の加入先 ☑�本学指定の保険  □留学先大学指定の保険  □その他（      ） 

保険の補償内容 補償額 死亡    円、 入院1日     円 

その他（            ） 

留学前後での予防接種

の必要の有無 

□有（種類：    回数：    医療機関名：    ） 

☑�無 

留学先国の医療事情 

（日本と比較して） 

特になし 

留学先での健康管理，衛

生面について特に注意

すべきこと 

特になし 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと 

特になし 

（4）食生活についてのアドバイス 

外食は高いので自炊したほうが良い。日本の食材は高いが割と手に入る。 

（5）気候・服装についてのアドバイス 

日本とそれほど変わらない。現地の人は傘をあまり差さないのでフードのある服が便利 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

図書館は24時間なので便利だった。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

大学を通して、多くのショートトリップに参加できるので、参加した。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと 

特になし 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの 
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特になし 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス 

特になし 

6．帰国後の進路について 

卒業予定年月     2019 年  3 月  （当初の卒業予定年月       2018  年 3  

月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 

☑�４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

就職活動終了 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

ボストンキャリアフォーラムに2018 年11 月に参加し就職活動をした。 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL 等） コメント 

   

   

   

8．後輩へのメッセージ 

リスニング、スピーキングはできるだけ鍛えて臨んだほうが良い。現地の学生はアクセントも強いので聞き取りづら

い。 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSA ホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。 

 

 

 

9．自由記述（1,200 字程度） 

・以下の点を踏まえ，記述して下さい。 

① 留学を終えての所感 

勉強と遊びのバランスを取ることが難しかったなと感じた。授業は予習復習、期末対策と正直やりきろうと思った

らキリがないと途中で感じた。ある程度の時間を授業対策へ割けばPass することはできるので、それよりも遊び

の時間を有意義に過ごすことが大事であるという印象を最終的に持った。ただ、授業に出て勉強しているだけでも、

知識や英語力は上がるかもしれないが、せっかく遠い国に来ており留学生として滞在しているので、授業以外の活

動に積極的に参加するのが、日常会話やスラングなどの勉強にもなるし、より幅広い友人作りや異文化体験ができ

ると思う。 

 

② 留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 

私はサッカーが大好きなので、プレミアリーグ観戦が一番印象に残った。ホームゲームでは、選手はマイカーでス

タジアム入りするので、出待ちさえすれば必ず選手に会えるのがとても楽しみであった。 

 

③ 留学の成果，留学前と比較して成長した点 

まだペラペラには全然話せないが、自身を持ってとりあえず伝えるということができるようになったと思う。逆に

ネイティブのように喋れるようになることは一生無理だなと感じたが、会話できるし授業でも意見を言ってディス

カッションできたという点から自信がついた。 

 

 

④ 今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて） 

海外とつながりのある企業に就職が決まったので、これまでの経験を生かして、文化を理解しながら、自身を持っ

て仕事に取り組みたいと思う。 

 

・写真を2～3 枚程度，貼り付けてください（写真1 枚当たりの容量は，500KB 以下に縮小して下さい）。 

 

 

 

  


